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今
、改
め
て「
医
療
の
か
か
り
方
」を
考
え
る
―
―
毎
年
11
月
は「
み
ん
な
で
医
療
を
考
え
る
月
間
」
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 今、改めて
 「医療のかかり方」を考える
 ――毎年11月は「みんなで医療を考える月間」
 医療を受ける側の皆さんへ
 女性の健康支援セミナーで「医療のかかり方」を普及
 講演要旨
 医療の現状を知るところから始め、
 病気になっても支え合える社会に

 大局大説
　　 サステイナブルな国民皆保険を
 実現するために
 ――カナダの処方箋薬剤給付に学ぶ
 山浦 克典 
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心
安
全
な
国
民
生
活
を
実
現
す

る
上
で
、国
民
皆
保
険
体
制
の

将
来
に
わ
た
る
持
続
性
の
確
保
は
内

政
上
の
最
大
課
題
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
人
口
当
た
り
の
ベ
ッ
ド

数
は
世
界
最
高
水
準
に
あ
り
な
が
ら
、

個
々
の
病
院
の
機
能
と
役
割
が
不
明

確
で
地
域
に
お
け
る
医
療
ニ
ー
ズ
に

見
合
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
、医
療

費
増
高
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
批

判
さ
れ
て
き
た
。わ
が
国
は
今
、か
つ

て
の
よ
う
な
経
済
の
高
い
成
長
が
望

め
な
い
中
で
、急
速
な
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
、地
域
社
会
の
変
貌
、疾
病

構
造
の
変
化
と
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
の

増
大
、医
療
の
高
度
化
・
高
額
化
、医
師

等
の
人
材
確
保
と
働
き
方
改
革
な
ど
、

国
民
医
療
を
巡
っ
て
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。

　
医
療
費
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に

な
り
始
め
る
2
0
2
2
年
か
ら
急
増

す
る
。全
て
の
都
道
府
県
で
す
で
に
地

域
医
療
構
想
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

厚
生
労
働
省
は
団
塊
の
世
代
全
員
が

75
歳
以
上
に
な
る
25
年
を
見
据
え
、構

想
区
域
に
お
い
て
個
々
の
医
療
機
関

が
担
う
べ
き
医
療
機
能
と
役
割（
高
度

急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性

期
）
を
明
確
に
し
、
医
療
機
能
別
の

病
床
数
を
定
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、

1
2
4
万
6
千
床（
18
年
）あ
る
病
院
の

ベ
ッ
ド
数
を
25
年
に
1
1
9
万
1
千

床
ま
で
減
ら
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
厚
労
省
は
9
月
26
日
、公
立
病
院
や

日
本
赤
十
字
社
な
ど
が
運
営
す
る
全

国
1
4
5
5
の
公
的
病
院
の
う
ち
、診

療
実
績
が
乏
し
く
再
編
・
統
合
、ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
議
論
と
検
討
が
必

要
と
判
断
し
た
4
2
4
の
病
院
名
を

公
表
し
た
。来
年
9
月
ま
で
に
、廃
止

や
一
部
の
診
療
科
を
他
の
病
院
に
移

す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
結

論
を
出
す
よ
う
、都
道
府
県
を
通
じ
て

対
象
病
院
に
要
請
し
、医
師
不
足
の
解

消
や
地
域
医
療
の
強
化
な
ど
に
つ
な

げ
た
い
と
し
て
い
る
。

　
公
的
病
院
は
、民
間
で
は
限
界
の
あ

る
立
地
困
難
な
へ
き
地
等
に
お
け
る

医
療
、救
急
・
小
児
・
周
産
期
・
災
害
・
精

神
な
ど
の
不
採
算
・
特
殊
部
門
の
医
療
、

高
度
先
進
医
療
の
多
く
を
担
っ
て
き

た
。関
係
自
治
体
の
首
長
や
住
民
か
ら

は
、地
域
の
医
療
実
態
を
無
視
し
て
い

る
、身
近
な
病
院
が
な
く
な
る
と
い
っ

た
反
発
や
不
安
も
出
て
き
て
い
る
よ

う
だ
。

　
個
々
の
医
療
機
関
の
診
療
科
の
増

減
、そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
で
提
供
す
る

内
容
に
関
し
て
も
▽
手
術
の
提
供
の

有
無
▽
周
産
期
医
療
・
小
児
医
療
の
他

の
医
療
機
関
へ
の
移
管
▽
高
度
・
急
性

期
機
能
の
廃
止
▽
夜
間
救
急
受
け
入

れ
の
中
止
―
―
と
い
っ
た
こ
と
や
、こ

れ
ら
と
関
連
し
て
医
師
や
医
療
専
門

職
等
の
確
保
と
配
置
を
ど
う
す
る
の

か
な
ど
、慎
重
に
検
討
し
て
対
応
す
べ

き
多
く
の
課
題
が
あ
る
。議
論
の
活
性

化
を
通
じ
て
良
質
の
医
療
が
効
率
的

に
提
供
さ
れ
、国
民
皆
保
険
体
制
の
堅

持
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
健
保
連
と
健
保
組
合
は
、保
健
施
設

事
業
の
一
環
と
し
て
9
の
病
院
を
運

営
し
公
的
医
療
機
関
等
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
が
、前
述
の
よ
う
な
社
会
経
済
・

医
療
情
勢
等
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、今

後
、健
保
組
合
が
運
営
す
る
病
院
の
あ

り
方
、果
た
す
べ
き
機
能
と
役
割
に
つ

い
て
の
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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地域における
医療提供体制の改革
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